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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングを備えるイヤホンであって、
　前記ハウジングに、導音部、及び少なくとも１つの発音単体が設けられて、
　前記導音部に、前記導音部を内輪導音路と、少なくとも１つ導音路に分けられる外輪導
音路とに分けるように、音導路が設けられ、
　前記導音部に、少なくとも１つの内輪導音路のそれぞれと対応する内輪放音孔、及び少
なくとも１つの外輪導音路のそれぞれと対応する外輪放音孔が設けられ、
　前記内輪放音孔及び前記外輪放音孔は前記導音部が延びる方向に形成され、
　前記内輪放音孔は前記外輪放音孔よりも突出するように形成されることにより、前記内
輪放音孔が前記外輪放音孔よりも前に位置するように形成され、前記内輪導音路の音声は
直接に前記内輪放音孔から出音し、前記外輪導音路の音声は外輪放音孔を介して出音する
ようになる、ことを特徴とするイヤホン。
【請求項２】
　前記音導路の外壁に前記内輪放音孔と近接する箇所に環状の傾斜面が設けられ、
　前記傾斜面が、前記外輪放音孔の前方、かつ、前記内輪放音孔と近接する位置に位置さ
れ、
　前記傾斜面が前記外輪放音孔の出音方向の面積の一部を遮蔽することにより、前記外輪
放音孔からの音声は一部が直接に前に進めて、一部が前記傾斜面により屈折される、請求
項１に記載するイヤホン。
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【請求項３】
　ハウジング、第１の発音単体及び第２の発音単体を備えるイヤホンであって、
　前記ハウジングに導音部が設けられ、
　前記導音部の内部に、少なくとも１つの第２の発音単体収容構成と、前記第２の発音単
体収容構成と前記導音部の外壁との間に位置される導音路と、が設けられ、
　前記導音部における前記ハウジングから離れる端面に導音路放音孔が設けられ、
　前記第２の発音単体収容構成は、一部が前記導音路放音孔から突出するように形成され
、前端に放音孔が設けられ、
　前記第１の発音単体が前記ハウジングの中に設けられ、前記第２の発音単体が前記第２
の発音単体収容構成に配置されて、
  前記第２の発音単体の放音部の出音方向は前記導音部の出音方向と一致するように形成
され、
  前記第１の発音単体が発する音声は直接に前記導音路放音孔から出音し、前記第２の発
音単体が発する音声は直接に第２の発音単体収容構成の放音孔から出音する、ことを特徴
とするイヤホン。
【請求項４】
　前記第２の発音単体収容構成の外壁に前記放音孔と近接する位置に環状の傾斜面が形成
され、
　前記傾斜面が、前記導音路放音孔の前方、かつ、前記放音孔と近接する位置に位置され
、
　前記傾斜面が前記導音路放音孔の出音方向の面積の一部を遮蔽することにより、前記導
音路放音孔からの音声は一部が直接に前に進めて、一部が前記傾斜面により屈折される、
請求項３に記載するイヤホン。
【請求項５】
　ハウジング、第１の発音単体、第２の発音単体、第３の発音単体、第４の発音単体及び
イヤピースを備えるイヤホンであって、
　前記ハウジングに、管状に形成される導音部が設けられ、
　前記導音部の前端に、収容構成が設けられ、
　前記収容構成の前端が前記導音部の端面に突出するように形成され、
　前記第１の発音単体が前記ハウジングの中に配置され、前記第２の発音単体が前記収容
構成に配置されており、
　前記第２の発音単体の出音方向は前記導音部の出音方向と一致するように形成され、
　前記導音部において、前記収容構成の左側に左側チャンバが設けられ、前記収容構成の
右側に右側チャンバが設けられ、
　前記第３の発音単体が前記左側チャンバに配置され、前記第４の発音単体が前記右側チ
ャンバに配置され、
　前記収容構成と、前記左側チャンバと、前記右側チャンバとが、前記導音部の内部を上
下２つの導音路に分けて、
　前記上下２つの導音路の放音孔が前記導音部の端面に位置され、
　前記収容構成と、前記左側チャンバと、前記右側チャンバとのそれぞれの前端に放音孔
が設けられ、
　前記第１の発音単体が発する音声は直接に前記上下２つの導音路の放音孔からそれぞれ
出音し、前記第２の発音単体が発する音声は直接に前記収容構成の放音孔から出音し、前
記第３の発音単体が発する音声は直接に前記左側チャンバの放音孔から出音し、前記第４
の発音単体が発する音声は直接に前記右側チャンバの放音孔から出音する、ことを特徴と
するイヤホン。
【請求項６】
　ハウジング、第１の発音単体、第２の発音単体、第３の発音単体、第４の発音単体、第
５の発音単体及びイヤピースを備えるイヤホンであって、
　前記ハウジングに、管状に形成される導音部が設けられ、
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　前記第１の発音単体が前記導音部の前端に設ける収容構成に配置され、
　前記収容構成の前端が前記導音部の端面に突出するように形成され、
　前記第１の発音単体の発音方向は前記導音部の発音方向と一致するように形成され、
　前記導音部の内部において、前記収容構成の左側に左側チャンバが設けられ、前記収容
構成の右側に右側チャンバが設けられ、前記収容構成の上方に上側チャンバが設けられ、
前記収容構成の下方に下側チャンバが設けられ、
　前記第２の発音単体が前記左側チャンバに配置され、前記第３の発音単体が前記右側チ
ャンバに配置され、前記第４の発音単体が前記上側チャンバに配置され、前記第５の発音
単体が前記下側チャンバに配置され、
　前記収容構成と、前記左側チャンバと、前記右側チャンバと、前記上側チャンバと、前
記下側チャンバのそれぞれの前端に放音孔が設けられ、
　前記左側チャンバの放音孔、前記右側チャンバの放音孔、前記上側チャンバの放音孔、
及び前記下側チャンバの放音孔が前記導音部の端面に位置され、
　前記第１の発音単体が発する音声は直接に前記収容構成の放音孔から出音し、前記第２
の発音単体が発する音声は直接に前記左側チャンバの放音孔から出音し、前記第３の発音
単体が発する音声は直接に前記右側チャンバの放音孔から出音し、前記第４の発音単体が
発する音声は直接に前記上側チャンバの放音孔から出音し、前記第５の発音単体が発する
音声は直接に前記下側チャンバの放音孔から出音する、ことを特徴とするイヤホン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はイヤホンに関し、特に複数の放音孔を備えるイヤホンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　イヤホンは、使用者が両耳に装着して、音源装置と連接するように用いられる。音源装
置が電子信号をイヤホンに入力して、イヤホンにより該電子信号を使用者が聴けるように
音声に転換する。
【０００３】
　台湾専利第Ｉ５３５３０２号にはイヤホンが記載されている。前記イヤホンにはハウジ
ングが設けられている。前記ハウジングに少なくとも２つの放音孔が設けられている。前
記ハウジングに発音単体が設けられている。前記発音単体に２つの放音部が設けられてい
る。その一方の放音部が発する音声は直接的に一方の放音孔から出音し、他方の放音部が
発する音声は遠回しに他方の放音孔から出音する。
【０００４】
　前記マルチチャネルイヤホンにおいて、該ハウジング内部にチャンバが形成され、該放
音孔の数量は２つであると共に、それぞれは第１の放音孔と第２の放音孔とされて、該第
１の放音孔と前記一方の放音部とが直接に対応し、前記チャンバは前記他の放音部と対応
する箇所に保持壁が形成され、前記他の放音部が発する音声は保持壁により屈折した後第
２の放音孔から出音する。
【０００５】
　前記マルチチャネルイヤホンにおいて、前記ハウジングの第１の放音孔は前記ハウジン
グの一方の端面に位置され、該第２の放音孔は前記ハウジングの外周壁面に位置される。
【０００６】
　前記マルチチャネルイヤホンにおいて、前記ハウジングに吊り棒が連接するように設け
られている。
【０００７】
　前記マルチチャネルイヤホンにおいて、前記ハウジングの前側面に耳栓体が設けられ、
前記第１の放音孔が耳栓体に位置され、該第２の放音孔が該耳栓体の第１の放音孔の一方
側に位置される。
【０００８】
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　前記マルチチャネルイヤホンにおいて、前記ハウジングの内部にチャンバが形成され、
前記放音孔は３つであると共に、それぞれ第１の放音孔及び２つ第２の放音孔にされてお
り、前記２つの第２の放音孔は前記ハウジングの対応する両側に位置され、それにより前
記３つの放音孔のそれぞれの放音孔がハウジングの外部に向かって延びる方向はそれぞれ
が異なっている。前記第１の放音孔は前記一方の放音部と直接に対向するように形成され
、前記チャンバと前記他方の放音部と対応する箇所に保持壁が形成され、前記他方の放音
部が発する音声は保持壁により屈折した後、それぞれ２つの第２の放音孔から出音する。
【０００９】
　前記マルチチャネルイヤホンにおいて、前記ハウジングの内部にチャンバが設けられて
おり、前記ハウジングに耳挿入管が設けられている。前記複数の放音孔は３つがあると共
に、それぞれが第１の放音孔、第２の放音孔及び第３の放音孔であり、かつ、前記放音孔
における放音孔毎がハウジング外部に向かって延びる方向がそれぞれ異なっている。前記
第１の放音孔は耳挿入管の一方の端部に位置され、前記第２の放音孔及び第３の放音孔は
前記耳挿入管の外側壁面に位置されている。前記耳挿入管の内部に導音路が設けられてい
る。前記導音路の一端は前記チャンバと連通され、前記導音路の他端は耳挿入管の自由端
の内部に位置されている。前記第２の放音孔及び第３の放音孔はそれぞれ前記導音路の他
端に連通される。前記第１の放音孔が前記１つの放音部に連通されている。前記導音路、
第２の放音孔及び前記第３の放音孔は他方の放音部に連通されている。
【００１０】
　前記マルチチャネルイヤホンにおいて、前記導音路の他端の孔壁面にパーティションが
設けられ、前記パーティションの両側壁面のそれぞれに導音傾斜面分隔壁が設けられる。
前記導音路の他端がパーティションの両側の壁面のそれぞれに保持壁に形成される。前記
第２の放音孔及び第３の放音孔はそれぞれ前記パーティションの両側の導音傾斜面と対向
するようになる。
【００１１】
　前記マルチチャネルイヤホンにおいて、前記耳挿入管に外包体が付けられている。前記
外包体はゴム弾性体であると共に前記第１の放音孔、第２の放音孔及び第３の放音孔の位
置と対応するように形成される開け口が設けられる。
【００１２】
　なお、前記イヤホンの構成において、三次元音場が提供できるが、その音声はターンア
ラウンド屈折による音損じが発生するため、濁った音の三次元音場した提供することがで
きず、クリアな音声と音場感の両方を共に達することができないため、構成を改めて、ク
リアな音声と音場感の両方を感じできる体験を提供し得るようにする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従来のカナル型のイヤホンがクリアな音声と音場感の両方を共に達することができない
デメリットに対して、本発明は、内外輪導音路及び前後放音孔のデザインを介して、内輪
導音路の前放音孔によりクリアな音声を提供し、外輪導音路の後放音孔により音場感を提
供することによりクリアな音声と音場感の両方を感じできる体験を提供し得る目的を達成
するイヤホンを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達するために、本発明のイヤホンが応用する技術的な手段は、ハウジング
を設け、そして、前記ハウジングに管状に形成される導音部が設けられる。前記ハウジン
グの中に発音単体が設けられる。前記発音単体の発音部が導音部に向かっている。
【００１５】
　前記イヤホンにおいて、前記ハウジングの導音部内に音導路が設けられ、それにより導
音部内に内外二輪の導音路が形成される。前記導音部の内外二輪の導音路の放音孔は前記
導音部の他端面に位置される。前記内輪導音路の放音孔は外輪導音路の放音孔から突出し
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て前後放音孔と形成される。
【００１６】
　前記イヤホンにおいて、前記ハウジングにおける導音部の放音孔はそれぞれ内輪放音孔
、及び少なくとも１つの外輪放音孔であり、前記全ての放音孔がハウジングにおける導音
部の延びる方向に向かって形成され、前記発音単体放音部の中央区域が発する音声は内輪
導音路放音孔から直接に出音する。そして、前記発音単体放音部外輪区域が発する音声は
外輪導音路放音孔から出音する。
【００１７】
　前記イヤホンにおいて、前記ハウジングの導音部にイヤピースが設けられ、前記イヤピ
ースはゴム弾性体であり、前記イヤピースに放音孔と対応するように形成される開け口が
設けられる。
【００１８】
　ハウジング、第１の発音単体及び第２の発音単体を含むイヤホンである。前記ハウジン
グに管状に形成される導音部が設けられる。前記ハウジングの中に第１の発音単体が設け
られる。前記発音単体の放音部が導音部に向かっている。また、第２の発音単体が導音部
前端の収容構成に設けられ、前記発音単体の発音部の出音方向は導音部の出音方向と相同
である。
【００１９】
　前記イヤホンにおいて、前記ハウジングの導音部内に少なくとも１つの導音路、及び第
２の発音単体収容構成が設けられる。前記導音路は第２の発音単体収容構成と導音部の外
壁との間に位置される。前記導音路放音孔は前記導音部の他方の端面に位置され、前記第
２の発音単体収容構成の一部は導音部に突出するように形成される。前記第２の発音単体
収容構成の前端に放音孔が設けられる。第２の発音単体収容構成の外壁に放音孔と近接す
る位置に環状の傾斜面が形成され、前記傾斜面は導音路放音孔の前に収容構成放音孔に近
接するに位置される。前記傾斜面は導音路放音孔の出音方向における一部の面積を遮蔽す
るように形成される。第１の発音単体が発する音声は直接に２つの導音路の放音孔から出
音してから、第２の発音単体収容構成の外壁傾斜面を介して屈折し人耳に拡散するように
なる。第２の発音単体が発する音声は直接に第２の発音単体収容構成の放音孔を介して人
耳に至る。
【００２０】
　前記のイヤホンにおいて、前記ハウジングの導音部にイヤピースが設けられる。前記イ
ヤピースはゴム弾性体であり、２つの第１の発音単体放音孔と第２の発音単体放音孔との
位置に対応する開け口が設けられる。
【００２１】
　前記イヤホンにおいて、前記第１の発音単体は可動コイル発音単体であり、前記第２の
発音単体はバランスドアーマチャ型発音単体である。
【００２２】
　ハウジング、第１の発音単体、第２の発音単体、第３の発音単体、第４の発音単体、及
びイヤピースを備えるイヤホンである。前記ハウジングに、管状に形成される導音部が設
けられる。前記ハウジングに第１の発音単体が設けられる。前記第１の発音単体の放音部
が導音部に向かうように形成される。他に、第２の発音単体が導音部の前端の収容構成に
配置されれる。前記収容構成の前端が導音部の端面に突出するように形成される。前記発
音単体の発音部の出音方向と導音部の出音方向とは同じである。導音部内部に収容構成の
左側に左側チャンバが配置され、導音部内部に収容構成の右側に右側チャンバが配置され
る。第３の発音単体が左側チャンバに配置されており、第４の発音単体が右側チャンバに
配置されている。
【００２３】
　前記イヤホンにおいて、前記収容構成と、左側チャンバと、右側チャンバとが導音部の
内部を上下２つの導音路に分ける。上下２つの導音路の放音孔は前記導音部の他の端面に
位置される。前記収容構成の前端に放音孔が設けられる。左側チャンバの前端に放音孔が
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設けられる。右側チャンバの前端に放音孔が設けられる。第１の発音単体が発する音声は
直接に上下２つの導音路の放音孔のそれぞれを介して出音する。第２の発音単体が発する
音声は直接に収容構成の放音孔から出音する。第３の発音単体が発する音声は直接に左側
チャンバの放音孔から出音する。第４の発音単体が発する音声は直接に右側チャンバ放音
孔から出音する。
【００２４】
　前記イヤホンにおいて、前記ハウジングの導音部にイヤピースが設けられる。前記イヤ
ピースはゴム弾性体であり、前記イヤピースに導音部における５つの放音孔位置と対応す
る開け口が設けられる。
【００２５】
　前記イヤホンにおいて、前記第１の発音単体は可動コイル発音単体であり、前記第２の
、第３の、第４の発音単体はバランスドアーマチャ型発音単体である。
【００２６】
　ハウジング、第１の発音単体、第２の発音単体、第３の発音単体、第４の発音単体、第
５の発音単体、及びイヤピースを備えるイヤホンである。前記ハウジングに管状に形成さ
れる導音部が設けられる。前記第１の発音単体が導音部の前端の収容構成に配置されて、
前記収容構成の前端が導音部の端面に突出するように形成される。前記第１の発音単体の
発音部の出音方向と、導音部の出音方向とは同じである。導音部内部に収容構成の左側に
左側チャンバが配置され、導音部内部に収容構成右側に右側チャンバが配置され、導音部
内部に収容構成の上側に上側チャンバが配置され、導音部内部に収容構成の下側に下側チ
ャンバが配置される。第２の発音単体が左側チャンバに配置されて、第３の発音単体が右
側チャンバに配置されて、第４の発音単体が上側チャンバに配置されて、第５の発音単体
が下側チャンバに配置される。
【００２７】
　前記イヤホンにおいて、前記収容構成の前端に放音孔が配置される。左側チャンバの前
端に放音孔が配置される。右側チャンバの前端に放音孔が配置される。上側チャンバの前
端に放音孔が配置される。下側チャンバの前端に放音孔が配置される。左側チャンバ放音
孔、右側チャンバ放音孔、上側チャンバ放音孔及び下側チャンバ放音孔が前記導音部の他
端面に位置される。第１の発音単体が発する音声は直接に収容構成の放音孔から出音する
。第２の発音単体が発する音声は直接に左側チャンバの放音孔から出音する。第３の発音
単体が発する音声は直接に右側チャンバの放音孔から出音する。第４の発音単体が発する
音声は直接に左側チャンバの放音孔から出音する。第５の発音単体が発する音声は直接に
右側チャンバの放音孔から出音する。
【００２８】
　前記イヤホンにおいて、前記ハウジングにおける導音部にイヤピースが設けられる。前
記イヤピースはゴム弾性体であり、前記イヤピースに導音部における５つの放音孔の位置
と対応する開け口が設けられる。
【００２９】
　ハウジング、ブラケット、第１の発音単体、及び第２の発音単体を備えるイヤホンであ
る。前記ハウジングに管状に形成される導音部が設けられる。前記ブラケットがハウジン
グ内に配置され、音導路、第１の筒、第２の筒、及び連接部を備える。前記第１の筒が前
記音導路と連接するように形成される。前記第１の筒に第１の収容空間が設けあれる。前
記音導路がハウジングの導音部を通過して、音導路とハウジングの導音部との間に外輪導
音路を形成させる。前記第２の筒と前記第１の筒とが離れるように形成される。前記第１
の筒が第２の筒の内に位置される。前記連接部が第１の筒と第２の筒とに連接される。前
記第２の筒が第２の収容空間を有して、第１の筒と第２の筒との隙間を介して前記ハウジ
ングにおける導音部の外輪導音路と連接するようになる。前記第１の発音単体が第１の収
容空間に配置されて、前記第２の発音単体が第２の収容空間に配置される。
【００３０】
　前記イヤホンにおいて、前記ハウジングの導音部の外輪導音路の放音孔が導音部の他端
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面に位置される。前記ブラケット音導路の放音孔がハウジングにおける導音部に突出する
ように、前後放音孔に形成されている。前記２つの放音孔がハウジングにおける導音部の
延びる方向に向かうように形成される。前記第１の発音単体の音声は直接にブラケット音
導路の放音孔から出音し、前記第２の発音単体の音声は第１の筒と第２の筒との間の隙間
を介してから、ハウジングの導音部の外輪導音路の放音孔から出音する。
【００３１】
　前記イヤホンにおいて、前記ハウジングの導音部にイヤピースが設けられる。前記イヤ
ピースはゴム弾性体であり、放音孔の位置と対応する開け口が設けられる。
【発明の効果】
【００３２】
　上記技術的な手段を応用することにより、本発明は独立した複数の導音路デザインを前
後放音孔のデザインと合わせて多種形式なイヤホンを完成した。イヤホンのハウジングに
独立した複数の導音路が設けられ、かつ、ハウジング内部に１つまたは複数の発音単体が
配置される。前記発音単体はその中で１つの導音路から直接に出音できるため、クリアな
音質が提供し得る。また、前記発音単体は他方の導音路から出音できないため、複数の導
音路の出音方向のデザイン及び拡散効果により三次元音場を生じる。その前後２つの放音
孔により、クリアで音場感のある聴覚体験を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明に係る第１の実施形態を示す斜視外観図である。
【図２】本発明に係る第１の実施形態を示す要素分解図である。
【図３】本発明に係る第１の実施形態を示す断面模式図である。
【図４】本発明に係る第２の実施形態を示す斜視外観図である。
【図５】本発明に係る第２の実施形態を示す要素分解図である。
【図６】本発明に係る第２の実施形態を示す断面模式図である。
【図７】本発明に係る第３の実施形態を示す斜視外観図である。
【図８】本発明に係る第３の実施形態を示す要素分解図である。
【図９】本発明に係る第３の実施形態を示す断面模式図である。
【図１０】本発明に係る第４の実施形態を示す斜視外観図である。
【図１１】本発明に係る第４の実施形態を示す要素分解図である。
【図１２】本発明に係る第４の実施形態を示す断面模式図である。
【図１３】本発明に係る第５の実施形態を示す斜視外観図である。
【図１４】本発明に係る第５の実施形態を示す要素分解図である。
【図１５】本発明に係る第５の実施形態を示す要素分解図である。
【図１６】本発明に係る第５の実施形態を示す横断面模式図である。
【図１７】本発明に係る第５の実施形態を示す縦断面模式図である。
【図１８】本発明に係る第６の実施形態を示す斜視外観図である。
【図１９】本発明に係る第６の実施形態を示す要素分解図である。
【図２０】本発明に係る第６の実施形態を示す要素分解図である。
【図２１】本発明に係る第６の実施形態を示す横断面模式図である。
【図２２】本発明に係る第６の実施形態を示す縦断面模式図である。
【図２３】本発明に係る第７の実施形態を示す斜視外観図である。
【図２４】本発明に係る第７の実施形態を示す要素分解図である。
【図２５】本発明に係る第７の実施形態を示す断面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本発明はイヤホンに関する。下記において図面及び複数の好ましい実施形態を合わせて
、本発明が予定する目的を達するために採る技術的手段をさらに説明する。従来より、イ
ヤホンは通常に使用者の両耳と対応するように形成される２つの発音部と、音源装置と連
接するように前記２つの発音部と連接する連接線とを備える。以下に、第１のないし第７



(8) JP 6667578 B2 2020.3.18

10

20

30

40

50

の実施形態についてその中で１つの発音部を例として説明する。
【００３５】
　図１及び図２を参照する。本発明の第１の実施形態はハウジング、発音単体２０、及び
イヤピース３０を備えるカナル型イヤホンである。
【００３６】
　図２及び図３を参照する。前記ハウジングはハウジング１０及びシェルカバー１１を含
む。前記ハウジング１０にチャンバ１２が設けられると共にその一側面に導音部１３が設
けられる。前記導音部１３内に内輪導音路１７及び外輪導音路１４を形成するように、前
記導音部１３内に音導路１６が形成される。内輪導音路１７が音導路１６内に位置され、
外輪導音路１４が導音部１３と音導路１６との間に位置される。前記音導路１６が連接部
１９により導音部１３の外壁と連接する。前記導音部１３における内輪導音路１７の放音
孔１８と外輪導音路１４の放音孔１５とが前記導音部１３の他端面に位置される。前記放
音孔１５と放音孔１８との出音方向はハウジングにおける導音部１３が延びる方向に形成
される。
【００３７】
　前記発音単体２０が可動コイル発音単体であり、放音部２００、及び前記発音単体２０
がハウジング１０のチャンバ１２に位置され、前記放音部２００は導音部１３に向かうよ
うに配置される。
【００３８】
　ハウジング１０の導音部１３にイヤピース３０が設けられる。前記イヤピース３０はゴ
ム弾性体である。
【００３９】
　前記第１の実施形態のイヤホンを実際に使用する場合、前記ハウジング１０の前側端面
を使用者の耳道に面するように使用者の外耳に配置する。前記内輪放音孔１８が直接に耳
道に向かって、前記外輪放音孔１５も耳道に向かうようになる。前記発音単体２０の放音
部２００の外輪エリアが発する音声は外輪導音路１４の放音孔１５を介して耳の中に伝送
され、前記発音単体２０の放音部２００の内輪エリアが発する音声は内輪導音路１７の放
音孔１８を介して出音する。一般に、可動コイルスピーカー放音部の内輪エリアが発する
音声は高周波であり、外輪エリアが発する音声は低周波であり、高、低周波が導音部にて
ミックスされていないため、高周波音声は耳からも近接する箇所に出音し、それにより一
般的なカナル型イヤホンよりもクリアな聴覚体験を提供できる。
【００４０】
　図４及び図５を参照する。本発明の第２の実施形態はハウジング、発音単体２０Ａ、及
びイヤピース３０Ａを含むカナル型イヤホンである。
【００４１】
　図５及び図６を参照する。前記ハウジングはハウジング１０Ａ及びシェルカバー１１Ａ
を備える。前記ハウジング１０Ａにはチャンバ１２Ａが設けられると共にその側面に導音
部１３Ａが設けられる。前記導音部１３Ａ内に内輪導音路１７Ａと外輪導音路１４Ａとを
形成するように、前記導音部１３Ａ内に音導路１６Ａが設けられる。音導路１６の前端が
導音部１３Ａの端面に突出するように形成される。内輪導音路１７Ａが音導路１６Ａ内に
位置され、外輪導音路１４Ａが導音部１３Ａと音導路１６Ａとの間に位置される。前記音
導路１６Ａは連接部１９Ａにより導音部１３Ａの外壁と連接する。音導路１６Ａの前端に
放音孔１８Ａが設けられる。外輪導音路１４Ａに放音孔１５Ａが設けられる。前記放音孔
１５Ａと放音孔１８Ａとの出音方向はハウジングにおける導音部１３Ａが延びる方向に向
かうように構成される。
【００４２】
　前記発音単体２０Ａは可動コイル発音単体であり、放音部２００Ａ、及び前記発音単体
２０Ａがハウジング１０Ａのチャンバ１２Ａに配置されて、前記放音部２００Ａが導音部
１３Ａに向かうように構成される。
【００４３】
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　前記ハウジング１０Ａの導音部１３Ａにイヤピース３０Ａが形成される。前記イヤピー
ス３０Ａはゴム弾性体である。
【００４４】
　前記第２の実施形態のイヤホンを実際に使用する場合、前記ハウジング１０Ａの前端側
面を使用者の耳道に面するように使用者の外耳に配置する。前記内輪放音孔１８Ａは直接
に耳道に向かって、前記外輪放音孔１５Ａも耳道に向かうようになる。前記発音単体２０
Ａの放音部２００Ａが発する音声は外輪導音路１４Ａと内輪導音路１７Ａとを介して耳の
中に伝送され、前記内輪導音路１７Ａの音声は直接に内輪放音孔１８Ａから出音し、前記
外輪導音路１４Ａの音声は外輪放音孔１５Ａを介して出音する。前記放音孔１８Ａの位置
が前に位置されるため、耳にクリアな音質を聞かせることができる。放音孔１５Ａの位置
が後ろに位置されるため、音声が放音孔から出音してから拡散されて音場感のある音声に
形成される。上記２種類の音声を組み合わせて使用者にクリアで音場感のある聴覚体験を
提供する。
【００４５】
　図７及び図８を参照する。本発明の第３の実施形態において、ハウジング、発音単体２
０Ｂ及びイヤピース３０Ｂを備えるカナル型イヤホンを示す。
【００４６】
　図８及び図９を参照する。前記ハウジングにはハウジング１０Ｂ及びシェルカバー１１
Ｂを備える。前記ハウジング１０Ｂにチャンバ１２Ｂが設けられると共にその側面に導音
部１３Ｂが設けられる。前記導音部１３Ｂ内に音導路１６Ｂが設けられる。前記導音部１
３Ｂ内に上側導音路１４１Ｂ及び下側導音路１４２Ｂを形成するように、前記音導路１６
Ｂの２の側は連接部１９Ｂにより導音部１３Ｂの外壁と連接する。導音路１７Ｂは音導路
１６Ｂ内に位置される。上側導音路１４１Ｂと下側導音路１４２Ｂとは導音部１３Ｂの外
壁と音導路１６Ｂとの間に位置される。音導路１６Ｂの前端に放音孔１８Ｂが設けられる
。音導路１６Ｂの外壁に放音孔１８Ｂに近接する位置に環状の傾斜面１６１Ｂが設けられ
る。上側導音路１４１Ｂの前端に放音孔１５１Ｂが設けられ、下側導音路１４２Ｂの前端
に放音孔１５２Ｂが設けられる。放音孔１８Ｂ、放音孔１５１Ｂ及び放音孔１５２Ｂは前
記導音部１３Ｂの他端面に位置される。前記放音孔１５１Ｂ、放音孔１５２Ｂ、及び放音
孔１８Ｂの出音方向はハウジングにおける導音部１３Ｂが延びる方向に向かっている。前
記音導路１６Ｂの前端が導音部１３Ｂの前端に突出するように形成され、それにより、放
音孔１８Ｂが前に、放音孔１５１Ｂと放音孔１５２Ｂとが後ろに形成するようになる。
【００４７】
　前記発音単体２０Ｂは可動コイル発音単体である。放音部２００Ｂ、及び前記発音単体
２０Ｂがハウジング１０Ｂのチャンバ１２Ｂに設けられ、前記放音部２００Ｂが導音部１
３Ｂに向かうように構成される。
【００４８】
　前記ハウジング１０Ｂの導音部１３Ｂにイヤピース３０Ｂが設けられる。前記イヤピー
ス３０Ｂはゴム弾性体であると共に放音孔１５１Ｂと、放音孔１５２Ｂと、放音孔１８Ｂ
との位置と対応する開け口が設けられる。
【００４９】
　前記第３の実施形態のイヤホンを実際に使用する場合、前記ハウジング１０Ｂの前側端
面を使用者の耳道に面するように使用者の外耳に配置する。前記放音孔１８Ｂは直接に耳
道に向かって、前記放音孔１５１Ｂと放音孔１５２Ｂとも耳道に向かうようになる。前記
発音単体２０Ｂにおける放音部２００Ｂが発する音声は導音部１３Ｂを介して耳の中に伝
送され、前記導音路１７Ｂの音声は直接に放音孔１８Ｂから出音し、前記上側導音路１４
１Ｂの音声は外輪放音孔１５１Ｂを介して出音し、前記下側導音路１４２Ｂの音声は外輪
放音孔１５２Ｂから出音する。前記放音孔１８Ｂは位置が前にあるため、耳にクリアな音
質を聞かせることができる。放音孔１５１Ｂと放音孔１５２Ｂとの位置が後ろにあるため
、音声が放音孔１５１Ｂと放音孔１５２Ｂから出音してから傾斜面１６１Ｂにより屈折さ
れ拡散されて上記音場感のある音声に形成される。上記２種類の音声を組み合わせて使用
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者にクリアで音場感のある聴覚体験を提供する。
【００５０】
　図１０及び図１１を参照する。本発明の第４の実施形態において、ハウジング、第１の
発音単体２０Ｃ、第２の発音単体２１Ｃ、及びイヤピース３０Ｃを備えるカナル型イヤホ
ンを示す。
【００５１】
　図１１及び図１２を参照する。前記ハウジングはハウジング１０Ｃ及びシェルカバー１
１Ｃを備える。前記ハウジング１０Ｃにはチャンバ１２Ｃが設けられると共にその側面に
導音部１３Ｃが設けられる。前記導音部１３Ｃの前端に収容構成１６Ｃが設けられる。前
記ハウジング１０Ｃのチャンバ１２Ｃに第１の発音単体２０Ｃが設けられる。前記第１の
発音単体２０Ｃの放音部２００Ｃが導音部１３Ｃに向かうように構成される。他に、第２
の発音単体２１Ｃが導音部１３Ｃの前端の収容構成１６Ｃに配置される。前記第２の発音
単体２１Ｃの出音方向と導音部１３Ｃの出音方向とは同じである。
【００５２】
　収容構成１６Ｃは、導音部内部を上導音路１４１Ｃ及び下導音路１４２Ｃに分けるよう
に、前記連接部１８Ｃにより導音部１３Ｃの外壁と連接する。前記上導音路１４１Ｃと下
導音路１４２Ｃはそれぞれ収容構成１６Ｃの相対両側に位置される前記上導音路１４１Ｃ
の放音孔１５１Ｃと下導音路１４２Ｃの放音孔１５２Ｃは前記導音部１３Ｃの他端面に位
置される。前記収容構成１６Ｃの一部が導音部１３Ｃ外に突出するように形成される。前
記収容構成１６Ｃの前端に放音孔１７Ｃが設けられる。前記収容構成１６Ｃの外壁に放音
孔に近接する位置に環状の傾斜面１６１Ｃが形成される。前記傾斜面１６１Ｃは放音孔１
５１Ｃと放音孔１５２Ｃとの音声進み方向の一部のみを遮蔽する。第１の発音単体２０Ｃ
が発する音声は直接に上導音路１４１Ｃの放音孔１５１Ｃと下導音路１４２Ｃの放音孔１
５２Ｃから出音してから、収容構成１６Ｃの外壁傾斜面１６１Ｃにより屈折して耳に拡散
するようになる。第２の発音単体２１Ｃが発する音声は直接に収容構成１６Ｃの放音孔１
７Ｃから耳に至る。
【００５３】
　前記ハウジング１０Ｃの導音部１３Ｃにイヤピース３０Ｃが設けられる。前記イヤピー
ス３０Ｃはゴム弾性体である。
【００５４】
　前記第１の発音単体は可動コイル発音単体であり、前記第２の発音単体はバランスドア
ーマチャ型発音単体である。
【００５５】
　前記第４の実施形態のイヤホンを実際に使用する場合、前記ハウジング１０Ｃの前側端
面を使用者の耳道に面するように使用者の外耳に配置する。前記収容構成１６Ｃの放音孔
１７Ｃは直接に耳道に向かって、前記放音孔１５１Ｃと放音孔１５１Ｃとも耳道に向かう
ようになる。前記第１の発音単体２０Ｃが発する音声は上側導音路１４１Ｃの放音孔１５
１Ｃと下導音路１４２Ｃの放音孔１５２Ｃから出音して、収容構成１６Ｃの外壁傾斜面１
６１Ｃにより屈折されて耳に拡散する。第２の発音単体２１Ｃが発する音声は直接に収容
構成１６Ｃの放音孔１７Ｃから耳に至る。前記放音孔１７Ｃの位置が前に位置されるため
に、耳にクリアな音質を聞かせることができる。放音孔１５Ｃの音声が屈折され拡散され
て上下音場感のある音声に形成される。上記２種類の音声を組み合わせて使用者にクリア
で音場感のある聴覚体験を提供する。
【００５６】
　図１３、図１４及び図１５に示すように、本発明の第５の実施形態において、ハウジン
グ、第１の発音単体２０Ｄ、第２の発音単体２１Ｄ、第３の発音単体２２Ｄ、第４の発音
単体２３Ｄ、及びイヤピース３０Ｄを備えるカナル型イヤホンが示されている。
【００５７】
　図１４、図１５、図１６及び図１７に示すように前記ハウジングはハウジング１０Ｄ及
びシェルカバー１１Ｄを備える。前記ハウジング１０Ｄにチャンバ１２Ｄが設けられると
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共にその側面に導音部１３Ｄが設けられる。前記導音部１３Ｄの内部の中央に収容構成１
６Ｄが設けられる。前記収容構成１６Ｄの前端が導音部１３Ｄの端面に突出するように形
成される。導音部１３Ｄの内部に収容構成１６Ｄの左側に左側チャンバ１３１Ｄが設けら
れる。導音部１３Ｄ内部に収容構成１６Ｄの右側に右側チャンバ１３２Ｄが設けられる。
前記ハウジング１０Ｄのチャンバ１２Ｄに第１の発音単体２０Ｄが設けられる。前記第１
の発音単体２０Ｄの放音部２００Ｄが導音部１３Ｄに向かっている。第２の発音単体２１
Ｄが導音部１３Ｄの前端の収容構成１６Ｄに設けられ、前記第２の発音単体２１Ｄの出音
方向と導音部１３Ｄの出音方向とは同じである。第３の発音単体２２Ｄが左側チャンバ１
３１Ｄに設けられる。第４の発音単体２３Ｄが右側チャンバ１３２Ｄに設けられる。
【００５８】
　前記収容構成１６Ｄと、左側チャンバ１３１Ｄと、右側チャンバ１３２Ｄとにより導音
部の内部を上側導音路１４１Ｄ及び下側導音路１４２Ｄに分ける。収容構成１６Ｄに放音
孔１７Ｄが設けられる。上側導音路１４１Ｄに放音孔１５１Ｄが設けられる。下側導音路
１４２Ｄに放音孔１５２Ｄが設けられる。放音孔１５１Ｄと放音孔１５２Ｄとが導音部１
３Ｄの他端面に位置される。左側チャンバ１３１Ｄの前端に放音孔１５３Ｄが設けられる
。右側チャンバ１３２Ｄの前端に放音孔１５４Ｄが設けられる。収容構成１６Ｄの外壁に
放音孔１７Ｄに近接する位置に環状の傾斜面１６１Ｄが設けられる。第１の発音単体２０
Ｄが発する音声は直接に上側導音路１４１Ｄの放音孔１５１Ｄ及び下側導音路１４２Ｄの
放音孔１５２Ｄからそれぞれ出音する。第２の発音単体２１Ｄが発する音声は直接に収容
構成１６Ｄの放音孔１７Ｄから出音する。第３の発音単体２２Ｄが発する音声は直接に放
音孔１５３Ｄから出音する。第４の発音単体２３Ｄが発する音声は直接に放音孔１５４Ｄ
から出音する。
【００５９】
　前記ハウジング１０Ｄの導音部１３Ｄにイヤピース３０Ｄが設けられる。前記イヤピー
ス３０Ｄはゴム弾性体であると共に、前記放音孔１５１Ｄ放音孔１５２Ｄ、放音孔１５３
Ｄ、放音孔１５４Ｄ、及び放音孔１７Ｄの位置と対応する開け口が設けられる。
【００６０】
　前記第１の発音単体は可動コイル発音単体であり、前記第２の、第３の、第４の発音単
体はバランスドアーマチャ型発音単体である。
【００６１】
　前記第５の実施形態のイヤホンを実際に使用する場合、前記ハウジング１０Ｄの前側端
面を使用者の耳道に面するように使用者の外耳に配置する。前記収容構成１６Ｄの放音孔
１７Ｄは直接に耳道に向かって、放音孔１５１Ｄ、放音孔１５２Ｄ、放音孔１５３Ｄ、放
音孔１５４Ｄ及び放音孔１７Ｄも耳道に向かうようになる。前記第１の発音単体２０Ｄが
発する音声は上導音路１４１Ｄの放音孔１５１Ｄ及び下導音路１４２Ｄの放音孔１５２Ｄ
から出音する。第３の発音単体２２Ｄが発する音声は放音孔１５３Ｄを介して出音する。
第４の発音単体２３Ｄが発する音声は放音孔１５４Ｄを介して出音する。放音孔１５１Ｄ
、放音孔１５２Ｄ、放音孔１５３Ｄ及び放音孔１５４Ｄが発する音声は収容構成１６Ｄの
外壁傾斜面１６１Ｄにより屈折され耳に拡散される。第２の発音単体２１Ｄが発する音声
は直接に収容構成１６Ｄの放音孔１７Ｄから耳に至る。前記放音孔１７Ｄの位置が前に位
置されるため、耳にクリアな音質を聞かせることができる。放音孔１５１Ｄ、放音孔１５
２Ｄ、放音孔１５３Ｄ、及び放音孔１５４Ｄの音声は屈折され拡散されて音場感のある音
声に形成される。上記２種類の音声を組み合わせて使用者にクリアで音場感のある聴覚体
験を提供する。
【００６２】
　図１８、図１９及び図２０に示すように、本発明の第６の実施形態において、ハウジン
グ、第１の発音単体２１Ｅ、第２の発音単体２２Ｅ、第３の発音単体２３Ｅ、第４の発音
単体２４Ｅ、第５の発音単体２５Ｅ、及びイヤピース３０Ｄを備えるカナル型イヤホンを
示す。
【００６３】
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　図１９、図２０、図２１、図２２に示すように、前記ハウジングははハウジング１０Ｅ
及びシェルカバー１１Ｅを備える。前記ハウジング１０Ｅの一側面に導音部１３Ｅが設け
られる。前記導音部１３Ｅの内部の中央に収容構成１６Ｅが設けられる。前記収容構成１
６Ｅの前端が導音部１３Ｅの前端に突出するように形成される。導音部１３Ｅの内部に収
容構成１６Ｅの左側に左側チャンバ１３１Ｅが配置される。導音部１３Ｅの内部に収容構
成１６Ｅの右側に右側チャンバ１３２Ｅが設けられる。導音部１３Ｅの内部に収容構成１
６Ｅの上側に上側チャンバ１３３Ｅが設けられる。導音部１３Ｅの内部に収容構成１６Ｅ
の下側に下側チャンバ１３４Ｅが設けられる。第１の発音単体２１Ｅは導音部１３Ｄの前
端の収容構成１６Ｅに配置される。前記第１の発音単体２１Ｅの出音方向と導音部１３Ｅ
の出音方向とは同じである。第２の発音単体２２Ｅは導音部１３Ｅの内部の左側チャンバ
１３１Ｅに配置される。第３の発音単体２３Ｅが導音部１３Ｅの内部の右側チャンバ１３
２Ｅに配置される。第４の発音単体２４Ｅが導音部１３Ｅの内部の上側チャンバ１３３Ｅ
に配置される。第５の発音単体２５Ｅが導音部１３Ｅの内部の下側チャンバ１３４Ｅに配
置される。
【００６４】
　前記収容構成１６Ｅの前端に放音孔１７Ｅが設けられる。左側チャンバ１３１Ｅの前端
に放音孔１５１Ｅが設けられる。右側チャンバ１３２Ｅの前端に放音孔１５２Ｅが設けら
れる。上側チャンバ１３３Ｅの前端に放音孔１５３Ｅが設けられる。下側チャンバ１３４
Ｅの前端に放音孔１５４Ｅが設けられる。放音孔１５１Ｅ、放音孔１５２Ｅ、放音孔１５
３Ｅ及び放音孔１５４Ｅは前記導音部１３Ｅの他端面に位置される。第１の発音単体２１
Ｅが発する音声は直接に収容構成１６Ｅの放音孔１７Ｅから出音する。第２の発音単体２
２Ｅが発する音声は直接に放音孔１５１Ｅから出音する。第３の発音単体２３Ｅが発する
音声は直接に放音孔１５２Ｅから出音する。第４の発音単体２４Ｅが発する音声は直接に
放音孔１５３Ｅから出音する。第５の発音単体２５Ｅが発する音声は直接に放音孔１５４
Ｅから出音する。
【００６５】
　前記ハウジング１０Ｅの導音部１３Ｅにイヤピース３０Ｅが設けられる。前記イヤピー
ス３０Ｅはゴム弾性体であると共に、前記放音孔１５１Ｅ、放音孔１５２Ｅ、放音孔１５
３Ｅ、放音孔１５４Ｅ、及び放音孔１７Ｅの位置と対応する開け口が設けられる。
【００６６】
　前記第１の、第２の、第３の、第４の、第５の発音単体はバランスドアーマチャ型発音
単体である。
【００６７】
　前記第６の実施形態のイヤホンを実際に使用する場合、前記ハウジング１０Ｅの前側端
面を使用者の耳道に面するように使用者の外耳に配置する。前記収容構成１６Ｅの放音孔
１７Ｅは直接に耳道に向かって、放音孔１５１Ｅ、放音孔１５２Ｅ、放音孔１５３Ｅ、放
音孔１５４Ｅ、及び放音孔１７Ｅも耳道に向かうようになる。前記第２の発音単体２２Ｅ
が発する音声は上導音路１４１Ｄの放音孔１５１Ｄ及び下導音路１４２Ｄの放音孔１５２
Ｄから出音する。第３の発音単体２２Ｄが発する音声は放音孔１５３Ｄから出音する。第
４の発音単体２３Ｄが発する音声は放音孔１５４Ｄを介して出音する。第１の発音単体２
１Ｄが発する音声は直接に収容構成１６Ｅの放音孔１７Ｅから耳に至る。前記放音孔１７
Ｅの位置が前に位置されるため、耳にクリアな音質を聞かせることができる。放音孔１５
１Ｅ、放音孔１５２Ｅ、放音孔１５３Ｅ、放音孔１５４Ｅの音声は屈折され拡散されて三
次元音場のある音声に形成される。上記２種類の音声を組み合わせて使用者にクリアで三
次元音場のある聴覚体験を提供する。
【００６８】
　図２３及び図２４に示すように、本発明の第７の実施形態において、ハウジング、ブラ
ケット４０Ｆ、第１の発音単体２０Ｆ、第２の発音単体２１Ｆ、及びイヤピース３０Ｆを
備えるカナル型イヤホンを示す。
【００６９】
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　図２４及び図２５に示すように、前記ハウジングはハウジング１０Ｆ及びシェルカバー
１１Ｆを備える。前記ハウジング１０Ｆにチャンバ１２Ｆが設けられると共にその側面に
導音部１３Ｆが設けられる。前記ブラケット４０Ｆがハウジング１０Ｆのチャンバ１２Ｆ
に設けられる。前記ブラケット４０Ｆは音導路４３Ｆ、第１の筒４１Ｆ、第２の筒４２Ｆ
、及び連接部４４Ｆを備える。前記第１の筒４１Ｆは前記音導路４３Ｆと連接され、前記
第１の筒に第１の収容空間４１１Ｆを有し、前記音導路４３Ｆがハウジングにおける導音
部１３Ｆを通過して、音導路４３Ｆと導音部１３Ｆとの間に外輪導音路１４Ｆが形成され
る。前記第２の筒４２Ｆ及び前記第１の筒４１Ｆは離れるように構成され、前記第１の筒
４１Ｆは第２の筒４２Ｆ内に位置される。前記連接部４４Ｆは第１の筒４１Ｆ及び第２の
筒４２Ｆを連接し、前記第２の筒４２Ｆには第２の収容空間４２１Ｆを備えて、第１の筒
４１Ｆと第２の筒４２Ｆとの間の隙間を介して導音路１４Ｆと連接するように構成される
。前記第１の発音単体２０Ｆが第１の収容空間４１１Ｆに配置される。前記第２の発音単
体２１Ｆが第２の収容空間４２１Ｆに配置される。
【００７０】
　前記導音路１４Ｆの放音孔１５Ｆは環状な放音孔であり、前記ブラケット音導路４３Ｆ
の放音孔４５Ｆが導音部１３Ｆに突出するように形成される。放音孔１５Ｆと放音孔４５
Ｆとは導音路１４Ｆが延びる方向に向かうように形成される。前記第１の発音単体２０Ｆ
の音声は直接に音導路４３Ｆの放音孔４５Ｆから出音する。前記第２の発音単体２１Ｆの
音声は第１の筒４１Ｆと第２の筒４２Ｆとの間の隙間を経て導音路１４Ｆの放音孔１５Ｆ
から出音する。
【００７１】
　前記ハウジング１０Ｆの導音部１３Ｆにイヤピース３０Ｆが設けられ、前記イヤピース
３０Ｆはゴム弾性体である。
【００７２】
　前記第７の実施形態のイヤホンを実際に使用する場合、前記前ハウジング１０Ｆの前側
端面を使用者の耳道に面するように使用者の外耳に配置する。前記音導路４３Ｆの放音孔
４５Ｆは直接に耳道に向かって、前記放音孔１５Ｆも耳道に向かうようになる。前記第１
の発音単体２０Ｃが発する音声は音導路４３Ｆの放音孔４５Ｆを介して耳に伝送する。前
記第２の発音単体２１Ｆの音声は第１の筒４１Ｆと第２の筒４２Ｆとの間の隙間を経て導
音部１３Ｆの放音孔１５Ｆから出音する。放音孔４５Ｆが前に位置されるため、耳にクリ
アな音質を聞かせることができる。放音孔１５Ｆの位置が後ろに位置されるため、音声が
放音孔１５Ｆから出音してから拡散されて音場感のある音声に形成される。上記２種類の
音声を組み合わせて使用者にクリアで音場感のある聴覚体験を提供する。
【００７３】
　上述したのは本発明の好ましい実施可能な実施例に過ぎず、本発明の保護範囲を限定す
るためのものではなく、上記に本発明の好ましい実施形態が開示されているが、それによ
り本発明を制限することではない。当業者であり、本発明の範囲から逸脱することなく、
上記に開示した技術内容を用いて、いくつかの変更または同等の変更を行うことにより、
均等の実施形態を作製することができる。しかしながら、本発明の技術的解決策から逸脱
しない任意の技術手段、本発明の特許請求の範囲に基づき為された均等の変形と変更は、
全て本発明の請求項の保護範囲に属するものとする。
【符号の説明】
【００７４】
１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ、１０Ｄ、１０Ｆ　　ハウジング
１１、１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ、１１Ｄ、１１Ｅ、１１Ｆ　　カバー
１２、１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃ、１２Ｄ、１２Ｅ、１２Ｆ　　チャンバ
１３、１３Ａ、１３Ｂ、１３Ｃ、１３Ｄ、１３Ｅ、１３Ｆ　　導音部
１４、１４Ａ、１４Ｆ　　外輪導音路
１５、１５Ａ、１５Ｆ、１７Ｃ、１７Ｄ、１７Ｅ、１８、１８Ａ、１８Ｂ、４５Ｆ、１５
１Ｂ、１５２Ｂ、１５１Ｄ、１５２Ｄ、１５３Ｄ、１５４Ｄ、１５１Ｅ、１５２Ｅ、１５
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３Ｅ、１５４Ｅ　　放音孔
１６、１６Ａ、１６Ｂ、１６Ｃ、１６Ｄ、１６Ｅ、４３Ｆ　　音導路
１７、１７Ａ、１７Ｂ　　内輪導音路
１９、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｂ、４４Ｆ　　連接部
２０、２０Ａ、２０Ｂ　　発音単体
２００、２００Ａ、２００Ｂ　　放音部
３０、３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、３０Ｄ、３０Ｅ、３０Ｆ　　イヤピース
１４１Ｂ、１４１Ｃ、１４１Ｄ、１３３Ｅ　　上側導音路
１４２Ｂ、１４２Ｃ、１４２Ｄ、１３４Ｅ　　下側導音路
１６１Ｂ、１６１Ｃ、１６１Ｄ　　傾斜面
２０Ｃ、２０Ｄ、２０Ｅ、２０Ｆ　　第１の発音単体
２１Ｃ、２１Ｄ、２１Ｅ、２１Ｆ　　第２の発音単体
１３１Ｄ、１３１Ｅ　　左側チャンバ
１３２Ｄ、１３２Ｅ　　右側チャンバ
２２Ｄ、２２Ｅ　　第３の発音単体
２３Ｄ、２３Ｅ　　第４の発音単体
２４Ｅ　　第５の発音単体
４０Ｆ　　ブラケット
４１Ｆ　　第１の筒
４１１Ｆ　　第１の収容空間
４２Ｆ　　第２の筒
４２１Ｆ　　第２の収容空間

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】



(16) JP 6667578 B2 2020.3.18

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】
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